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1. はじめに 

携帯事業者の提供する交通ビッグデータにより，2021

年現在のコロナ禍における都市部の人流の増減が日々モ

ニタリングされている．今後，ニューノーマルな生活様

式を構築していくうえで公園等の都市空間の活用は重要

になる．公園のような狭域の交通流動の把握には，上述

の交通ビッグデータよりも Wi-Fi パケットセンサが有用

であることが既存研究で明らかにされている 1)．また，よ

り実用性を高めるには，端末データの重複取得や対象エ

リア外の端末データ取得時におけるフィルタリング手法

の確立の課題が指摘されている． 

以上より，本研究の目的は，Wi-Fiパケットセンサを用

いた交通流動調査によるコロナ禍の人流への影響のモニ

タリングおよび Wi-Fi パケットセンサの特性の把握とし

た．本稿では，考案した交通流動の把握手法および日比

谷公園におけるコロナ禍での人流の分析結果を報告する． 

2. 研究方法 
本研究では，まず，Wi-Fiパケットセンサの基本特性を

調査する．次に，Wi-Fiパケットセンサの取得データを用

いた滞留人口および移動人口の算出手法を考案する．さ

らに，日比谷公園を対象に，Wi-Fiパケットセンサを用い

た交通流動調査を実施し，考案手法を適用した交通流動

を分析する．  

3. Wi-Fiパケットセンサの基本特性調査 
Wi-Fiパケットセンサは，データ取得範囲内（最大 200m

程度）に存在する Wi-Fi が有効となっている電子機器か

ら時刻および MAC アドレスを取得し，有期限の固有識

別子を付与する．この取得データを用いてセンサ間の電

子機器の移動を把握する 2)． 

本研究では，図-1 に示す Wi-Fi パケットセンサを製作

し，データ取得の基本特性を調査した．Wi-Fiパケットセ

ンサのソフトウェアは Kali Linux を用いた．センサの性

能実験の結果から，センサのデータ取得範囲はセンサか

ら約 50m圏内である可能性が高いことが確認された． 

4．滞留人口および移動人口の算出手法の考案 
本研究では，継続して交通流動をモニタリングするた

めに，Wi-Fiパケットセンサの取得データから滞留人口お

よび移動人口を算出する手法を考案した． 
（1）滞留人口の算出手法の考案 
まず，徒歩移動の所要時間を基にセンサ周辺の滞留人

口の算出手法を考案した．センサの取得範囲の距離と歩

行速度を考慮し，同一地点での滞留時間が 3 分以上の場

合は滞留，3 分未満の場合は通過交通である可能性が高

いと判定する 3)．次に，連続して観測された端末のうち，

同一地点で同一のアドレスからのプローブリクエストが

12分以内に連続して観測されている場合は滞留，12分以

内に観測されていない場合は滞留ではないと判定する 4)． 

（2）移動人口の算出手法の考案 
次に，徒歩移動の所要時間を基にセンサ間の移動人口

の算出手法を考案した．センサは，同一のアドレスがあ

るセンサで最後に観測された後，次のセンサで観測され

るまでの時間が 30分以上の端末も観測している．これら

の端末は，あるセンサで観測されてから別の場所を経由

して次のセンサで観測されている可能性が高く，単純に

次の地点に直行しているとは考えにくい．そこで，単純

な移動の端末と単純な移動ではない端末とを区別し，そ

れぞれの端末を抽出するために，各地点間の徒歩所要時

間を算出し，移動時間を定義した 3)． 

図-1 Wi-Fiパケットセンサ 
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5．日比谷公園の交通流動調査 

本研究では，ビジネス街の憩いの場としての利用や，

ショートカットの目的で通過する人の多い東京都千代田

区の日比谷公園において，Wi-Fi パケットセンサを 14 箇

所に設置し，交通流動調査を実施した．センサの設置箇

所を図-2に示す．調査日は令和 2年 11 月 26 日（木）と

した．また，出勤，昼休憩および帰宅の時間帯と想定され

る 7:30～10:30，11:30～14:30 および 16:30～19:30 の朝昼

夕それぞれ 3 時間ずつを対象に調査した．さらに，各地

点で従来の手動による歩行者調査も実施した． 

6．日比谷公園の交通流動分析 

 5 章の調査を受けて，本研究では考案した滞留人口お

よび移動人口の算出手法を適用した交通流動を分析し，

手動による歩行者調査結果と照合して考察した． 

（1）センサ周辺の滞留人口 
 図-3 は，考案手法を適用して算出した地点 No.12 の草

地広場の滞留時間を示す．草地広場周辺では，朝昼夕す

べての時間帯で 10~29 分の滞留時間が多いことが確認さ

れた．以上より，考案手法を適用した分析は，センサ周辺

の滞留人口を算出できる可能性が高いと考えられる． 

（2）センサ間の移動人口 
図-4は，考案手法を適用して算出した 12時台の移動人

口の可視化結果を示す．移動人口の多少を線の太さで表

現しており，線が太いほど移動人口が多いことを示す．

12 時台には，地点 No.5 の霞門と地点 No.13 の雲形池間

および地点 No.8 の大噴水と地点 No.9 のにれのき広場間

等での移動人口が多いことが確認された．以上より，考

案手法を適用した分析は，センサ間の移動人口を算出で

きる可能性が高いと考えられる． 

7．おわりに 

本研究では，Wi-Fiパケットセンサを用いた滞留人口お

よび移動人口の算出手法を考案し，日比谷公園における

コロナ禍での交通流動を把握した．今後は，同一対象地

における交通流動の経年変化の把握および Wi-Fi パケッ

トセンサの技術的課題の解決に向けたデータの取得およ

び分析手法の高度化に取り組む所存である． 
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背景地図の出典：日比谷公園｜公園へ行こう！ 
https://www.tokyo-park.or.jp/park/format/map037.html 

 

図-2 センサの設置箇所 
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図-3 地点No.12の草地広場での滞留時間 

図-4 日比谷公園における移動人口の可視化例 
【背景地図の出典】Google maps 
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